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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の入力端子および第２の入力端子を介して直流電圧を入力し、当該直流電圧を変換
することによって生成した交流電圧を第１の出力端子および第２の出力端子を介して出力
するＤＣ／ＡＣインバータであって、
　前記第１の入力端子と前記第１の出力端子との間に挿入される第１のノーマリオフ型ト
ランジスタと、
　前記第２の入力端子と前記第１の出力端子との間に挿入される第２のノーマリオフ型ト
ランジスタと、
　前記第１の入力端子と前記第２の出力端子との間に挿入される第３のノーマリオフ型ト
ランジスタと、
　前記第２の入力端子と前記第２の出力端子との間に挿入される第４のノーマリオフ型ト
ランジスタと、
　前記第１のノーマリオフ型トランジスタに直列接続される第１のノーマリオフ型トラン
ジスタ対と、
　前記第２のノーマリオフ型トランジスタに直列接続される第２のノーマリオフ型トラン
ジスタ対と、
　前記第３のノーマリオフ型トランジスタに直列接続される第３のノーマリオフ型トラン
ジスタ対と、
　前記第４のノーマリオフ型トランジスタに直列接続される第４のノーマリオフ型トラン
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ジスタ対と、
　前記第１のノーマリオフ型トランジスタの制御端子と前記第１のノーマリオフ型トラン
ジスタ対の共通端子との間の電位差を固定する第１の電圧源と、
　前記第２のノーマリオフ型トランジスタの制御端子と前記第２のノーマリオフ型トラン
ジスタ対の共通端子との間の電位差を固定する第２の電圧源と、
　前記第３のノーマリオフ型トランジスタの制御端子と前記第３のノーマリオフ型トラン
ジスタ対の共通端子との間の電位差を固定する第３の電圧源と、
　前記第４のノーマリオフ型トランジスタの制御端子と前記第４のノーマリオフ型トラン
ジスタ対の共通端子との間の電位差を固定する第４の電圧源と、
　前記第１のノーマリオフ型トランジスタ対をＯＮ／ＯＦＦ駆動する第１の駆動回路と、
　前記第２のノーマリオフ型トランジスタ対をＯＮ／ＯＦＦ駆動する第２の駆動回路と、
　前記第３のノーマリオフ型トランジスタ対をＯＮ／ＯＦＦ駆動する第３の駆動回路と、
　前記第４のノーマリオフ型トランジスタ対をＯＮ／ＯＦＦ駆動する第４の駆動回路と　
を具備し、
　前記第１のノーマリオフ型トランジスタ対、前記第２のノーマリオフ型トランジスタ対
、前記第３のノーマリオフ型トランジスタ対および前記第４のノーマリオフ型トランジス
タ対の耐圧は、前記第１のノーマリオフ型トランジスタ、前記第２のノーマリオフ型トラ
ンジスタ、前記第３のノーマリオフ型トランジスタおよび前記第４のノーマリオフ型トラ
ンジスタの耐圧に比べて低い、
　ＤＣ／ＡＣインバータ。
【請求項２】
　前記第１の入力端子と前記第１の出力端子の間を接続する第１のダイオードと、
　前記第２の入力端子と前記第１の出力端子の間を接続する第２のダイオードと、
　前記第１の入力端子と前記第２の出力端子の間を接続する第３のダイオードと、
　前記第２の入力端子と前記第２の出力端子の間を接続する第４のダイオードと
　をさらに具備し、
　前記第１のダイオード、前記第２のダイオード、前記第３のダイオードおよび前記第４
のダイオードの順方向電圧は、前記第１のノーマリオフ型トランジスタ、前記第２のノー
マリオフ型トランジスタ、前記第３のノーマリオフ型トランジスタおよび前記第４のノー
マリオフ型トランジスタの順方向電圧よりも小さい、
　請求項１記載のＤＣ／ＡＣインバータ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　実施形態は、ＤＣ／ＡＣインバータに関する。
【背景技術】
【０００２】
　直流電力から交流電力を生成するために、ＤＣ（Ｄｉｒｅｃｔ　Ｃｕｒｒｅｎｔ）／Ａ
Ｃ（Ａｌｔｅｒｎａｔｉｖｅ　Ｃｕｒｒｅｎｔ）インバータが利用される。ＤＣ／ＡＣイ
ンバータでは、メインＦＥＴ（Ｆｉｅｌｄ　Ｅｆｆｅｃｔ　Ｔｒａｎｓｉｓｔｏｒ）のＯ
Ｎ／ＯＦＦ動作に伴って、当該メインＦＥＴのボディ（寄生）ダイオードにリカバリ電流
が発生することがある。このリカバリ電流は、スイッチング損失およびノイズを増大させ
るうえにメインＦＥＴの破損を引き起こすおそれもある。
【０００３】
　従来、例えば、メインＦＥＴのボディダイオードの順方向電流を阻止する第１のダイオ
ードを当該メインＦＥＴに直列接続し、電流を迂回させる第２のダイオードを当該第１の
ダイオードのアノードとメインＦＥＴのソース端子との間に接続することで、当該ボディ
ダイオードにおけるリカバリ電流の発生を防止する技法が知られている。しかしながら、
係る技法では、素子数の増大に伴うコスト上昇、上記第１のダイオードの順方向電圧によ
る損失（すなわち、ＤＣ／ＡＣインバータの効率低下）などが問題となる。
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【０００４】
　また、リカバリ電流へのさらなる対策として、ＳＲＢ（Ｓｙｎｃｈｒｏｎｏｕｓ　Ｒｅ
ｖｅｒｓｅ　Ｂｌｏｃｋｉｎｇ）回路が知られている。しかしながら、ＳＲＢ回路は、高
耐圧／高速環流ダイオードを必要とするので、損失が依然として問題となる。
【０００５】
　さらに、メインＦＥＴをノーマリオン型トランジスタで実現することにより、リカバリ
電流を削減する技法も知られている。しかしながら、係る技法では、メインＦＥＴのＯＦ
Ｆ期間に、外部回路の作用により当該メインＦＥＴのドレイン－ソース間電圧Ｖｄｓが変
化すると、当該メインＦＥＴの帰還容量Ｃｄｇ（またはＣｒｓｓ）を介してゲート－ソー
ス間電圧Ｖｇｓが上昇し、当該メインＦＥＴが誤ってＯＮとなる可能性がある。メインＦ
ＥＴがＯＦＦ期間であるにも関わらず誤ってＯＮとなれば、損失が増大するだけでなく当
該メインＦＥＴが破損するおそれがある。なお、外部回路の共振周波数を低くしてＶｄｓ

を緩やかに変化させることでＶｇｓの上昇を抑えることも可能であるが、外部回路の大型
化、デッドタイムの長期化による効率の低下などが問題となる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２０１１－０６７０５１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　実施形態は、ＤＣ／ＡＣインバータのメイントランジスタのボディダイオードにおける
リカバリ電流を削減することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　実施形態によれば、ＤＣ／ＡＣインバータは、第１の入力端子および第２の入力端子を
介して直流電圧を入力し、当該直流電圧を変換することによって生成した交流電圧を第１
の出力端子および第２の出力端子を介して出力する。ＤＣ／ＡＣインバータは、第１のノ
ーマリオフ型トランジスタ、第２のノーマリオフ型トランジスタ、第３のノーマリオフ型
トランジスタ、第４のノーマリオフ型トランジスタ、第５のノーマリオフ型トランジスタ
、第６のノーマリオフ型トランジスタ、第７のノーマリオフ型トランジスタ、第８のノー
マリオフ型トランジスタ、第１の電圧源、第２の電圧源、第３の電圧源、第４の電圧源、
第１の駆動回路、第２の駆動回路、第３の駆動回路および第４の駆動回路を含む。第１の
ノーマリオフ型トランジスタは、第１の入力端子と第１の出力端子との間に挿入される。
第２のノーマリオフ型トランジスタは、第２の入力端子と第１の出力端子との間に挿入さ
れる。第３のノーマリオフ型トランジスタは、第１の入力端子と第２の出力端子との間に
挿入される。第４のノーマリオフ型トランジスタは、第２の入力端子と第２の出力端子と
の間に挿入される。第５のノーマリオフ型トランジスタは、第１の端子、第２の端子およ
び制御端子を備え、当該第１の端子を介して第１のノーマリオフ型トランジスタに直列接
続される。第６のノーマリオフ型トランジスタは、第１の端子、第２の端子および制御端
子を備え、当該第１の端子を介して第２のノーマリオフ型トランジスタに直列接続される
。第７のノーマリオフ型トランジスタは、第１の端子、第２の端子および制御端子を備え
、当該第１の端子を介して第３のノーマリオフ型トランジスタに直列接続される。第８の
ノーマリオフ型トランジスタは、第１の端子、第２の端子および制御端子を備え、当該第
１の端子を介して第４のノーマリオフ型トランジスタに直列接続される。第１の電圧源は
、第１のノーマリオフ型トランジスタの制御端子と第５のノーマリオフ型トランジスタの
第２の端子との間の電位差を固定する。第２の電圧源は、第２のノーマリオフ型トランジ
スタの制御端子と第６のノーマリオフ型トランジスタの第２の端子との間の電位差を固定
する。第３の電圧源は、第３のノーマリオフ型トランジスタの制御端子と第７のノーマリ
オフ型トランジスタの第２の端子との間の電位差を固定する。第４の電圧源は、第４のノ
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ーマリオフ型トランジスタの制御端子と第８のノーマリオフ型トランジスタの第２の端子
との間の電位差を固定する。第１の駆動回路は、第５のノーマリオフ型トランジスタをＯ
Ｎ／ＯＦＦ駆動する。第２の駆動回路は、第６のノーマリオフ型トランジスタをＯＮ／Ｏ
ＦＦ駆動する。第３の駆動回路は、第７のノーマリオフ型トランジスタをＯＮ／ＯＦＦ駆
動する。第４の駆動回路は、第８のノーマリオフ型トランジスタをＯＮ／ＯＦＦ駆動する
。第５のノーマリオフ型トランジスタ、第６のノーマリオフ型トランジスタ、第７のノー
マリオフ型トランジスタおよび第８のノーマリオフ型トランジスタの耐圧は、第１のノー
マリオフ型トランジスタ、第２のノーマリオフ型トランジスタ、第３のノーマリオフ型ト
ランジスタおよび第４のノーマリオフ型トランジスタの耐圧に比べて低い。
【０００９】
　実施形態によれば、ＤＣ／ＡＣインバータは、第１の入力端子および第２の入力端子を
介して直流電圧を入力し、当該直流電圧を変換することによって生成した交流電圧を第１
の出力端子および第２の出力端子を介して出力する。ＤＣ／ＡＣインバータは、第１のノ
ーマリオフ型トランジスタ、第２のノーマリオフ型トランジスタ、第３のノーマリオフ型
トランジスタ、第４のノーマリオフ型トランジスタ、第１のノーマリオフ型トランジスタ
対、第２のノーマリオフ型トランジスタ対、第３のノーマリオフ型トランジスタ対、第４
のノーマリオフ型トランジスタ対、第１の電圧源、第２の電圧源、第３の電圧源、第４の
電圧源、第１の駆動回路、第２の駆動回路、第３の駆動回路および第４の駆動回路を含む
。第１のノーマリオフ型トランジスタは、第１の入力端子と第１の出力端子との間に挿入
される。第２のノーマリオフ型トランジスタは、第２の入力端子と第１の出力端子との間
に挿入される。第３のノーマリオフ型トランジスタは、第１の入力端子と第２の出力端子
との間に挿入される。第４のノーマリオフ型トランジスタは、第２の入力端子と第２の出
力端子との間に挿入される。第１のノーマリオフ型トランジスタ対は、第１のノーマリオ
フ型トランジスタに直列接続される。第２のノーマリオフ型トランジスタ対は、第２のノ
ーマリオフ型トランジスタに直列接続される。第３のノーマリオフ型トランジスタ対は、
第３のノーマリオフ型トランジスタに直列接続される。第４のノーマリオフ型トランジス
タ対は、第４のノーマリオフ型トランジスタに直列接続される。第１の電圧源は、第１の
ノーマリオフ型トランジスタの制御端子と第１のノーマリオフ型トランジスタ対の共通端
子との間の電位差を固定する。第２の電圧源は、第２のノーマリオフ型トランジスタの制
御端子と第２のノーマリオフ型トランジスタ対の共通端子との間の電位差を固定する。第
３の電圧源は、第３のノーマリオフ型トランジスタの制御端子と第３のノーマリオフ型ト
ランジスタ対の共通端子との間の電位差を固定する。第４の電圧源は、第４のノーマリオ
フ型トランジスタの制御端子と第４のノーマリオフ型トランジスタ対の共通端子との間の
電位差を固定する。第１の駆動回路は、第１のノーマリオフ型トランジスタ対をＯＮ／Ｏ
ＦＦ駆動する。第２の駆動回路は、第２のノーマリオフ型トランジスタ対をＯＮ／ＯＦＦ
駆動する。第３の駆動回路は、第３のノーマリオフ型トランジスタ対をＯＮ／ＯＦＦ駆動
する。第４の駆動回路は、第４のノーマリオフ型トランジスタ対をＯＮ／ＯＦＦ駆動する
。第１のノーマリオフ型トランジスタ対、第２のノーマリオフ型トランジスタ対、第３の
ノーマリオフ型トランジスタ対および第４のノーマリオフ型トランジスタ対の耐圧は、第
１のノーマリオフ型トランジスタ、第２のノーマリオフ型トランジスタ、第３のノーマリ
オフ型トランジスタおよび第４のノーマリオフ型トランジスタの耐圧に比べて低い。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】第１の実施形態に係るＤＣ／ＡＣインバータを例示する回路図。
【図２】ＤＣ／ＡＣインバータの基本回路を例示する回路図。
【図３】図２のＤＣ／ＡＣインバータにおいて発生するリカバリ電流の説明図。
【図４】比較例に係るＤＣ／ＡＣインバータを例示する回路図。
【図５】図４のＤＣ／ＡＣインバータの効果の説明図。
【図６】図１のＤＣ／ＡＣインバータの効果の説明図。
【図７】第２の実施形態に係るＤＣ／ＡＣインバータを例示する回路図。
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【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、図面を参照しながら実施形態の説明が述べられる。尚、以降、説明済みの要素と
同一または類似の要素には同一または類似の符号が付され、重複する説明は基本的に省略
される。以降の説明では、ＦＥＴは、例えば、窒素ガリウム（ＧａＮ）トランジスタ、炭
化ケイ素（ＳｉＣ）トランジスタなどの種々のノーマリオフ型トランジスタに置き換えら
れてもよい。
【００１２】
　（第１の実施形態）　
　図２には、ＤＣ／ＡＣインバータの基本回路が例示される。図２のＤＣ／ＡＣインバー
タは、リカバリ電流への対策が施されていないものの、基本的な動作原理では第１の実施
形態に係るＤＣ／ＡＣインバータと共通する。
【００１３】
　図２のＤＣ／ＡＣインバータは、第１の入力端子および第２の入力端子（接地）を介し
て直流電圧（Ｖｉｎ）を入力し、当該直流電圧を変換することによって生成した交流電圧
を第１の出力端子ＯＵＴ１および第２の出力端子ＯＵＴ２を介して出力する。
【００１４】
　図２のＤＣ／ＡＣインバータは、メインＦＥＴ　Ｑ２０５と、メインＦＥＴ　Ｑ２０６
と、メインＦＥＴ　Ｑ２０７と、メインＦＥＴ　Ｑ２０８と、電圧源Ｅ２０１と、電圧源
Ｅ２０２と、電圧源Ｅ２０３と、駆動回路Ｄｒｉｖｅ２０１と、駆動回路Ｄｒｉｖｅ２０
２と、駆動回路Ｄｒｉｖｅ２０３と、駆動回路Ｄｒｉｖｅ２０４とを含む。
【００１５】
　メインＦＥＴ　Ｑ２０５は、そのドレイン端子がＤＣ／ＡＣインバータの第１の入力端
子に接続され、そのゲート端子が抵抗器Ｒ２０２を介して駆動回路Ｄｒｉｖｅ２０１の出
力端子（Ｏｕｔ）に接続され、そのソース端子がインダクタＬ１を介してＤＣ／ＡＣイン
バータの第１の出力端子に接続される。図２には、メインＦＥＴ　Ｑ２０５のボディダイ
オードＤ２０１も描かれている。駆動回路Ｄｒｉｖｅ２０１は、電圧源Ｅ２０１を電源と
して用いてメインＦＥＴ　Ｑ２０５のＯＮ／ＯＦＦを制御するための制御信号を生成し、
出力端子を介して出力する。
【００１６】
　メインＦＥＴ　Ｑ２０６は、そのドレイン端子がインダクタＬ１を介してＤＣ／ＡＣイ
ンバータの第１の出力端子に接続され、そのゲート端子が抵抗器Ｒ２０５を介して駆動回
路Ｄｒｉｖｅ２０２の出力端子（Ｏｕｔ）に接続され、そのソース端子がＤＣ／ＡＣイン
バータの第２の入力端子に接続される（すなわち、接地される）。図２には、メインＦＥ
Ｔ　Ｑ２０６のボディダイオードＤ２０２も描かれている。駆動回路Ｄｒｉｖｅ２０２は
、電圧源Ｅ２０２を電源として用いてメインＦＥＴ　Ｑ２０６のＯＮ／ＯＦＦを制御する
ための制御信号を生成し、出力端子を介して出力する。
【００１７】
　メインＦＥＴ　Ｑ２０７は、そのドレイン端子がＤＣ／ＡＣインバータの第１の入力端
子に接続され、そのゲート端子が抵抗器Ｒ２０８を介して駆動回路Ｄｒｉｖｅ２０３の出
力端子（Ｏｕｔ）に接続され、そのソース端子がインダクタＬ２を介してＤＣ／ＡＣイン
バータの第２の出力端子に接続される。図２には、メインＦＥＴ　Ｑ２０７のボディダイ
オードＤ２０３も描かれている。駆動回路Ｄｒｉｖｅ２０３は、電圧源Ｅ２０３を電源と
して用いてメインＦＥＴ　Ｑ２０７のＯＮ／ＯＦＦを制御するための制御信号を生成し、
出力端子を介して出力する。
【００１８】
　メインＦＥＴ　Ｑ２０８は、そのドレイン端子がインダクタＬ２を介してＤＣ／ＡＣイ
ンバータの第２の出力端子に接続され、そのゲート端子が抵抗器Ｒ２１１を介して駆動回
路Ｄｒｉｖｅ２０４の出力端子（Ｏｕｔ）に接続され、そのソース端子がＤＣ／ＡＣイン
バータの第２の入力端子に接続される（すなわち、接地される）。図２には、メインＦＥ
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Ｔ　Ｑ２０８のボディダイオードＤ２０４も描かれている。駆動回路Ｄｒｉｖｅ２０４は
、電圧源Ｅ２０２を電源として用いてメインＦＥＴ　Ｑ２０８のＯＮ／ＯＦＦを制御する
ための制御信号を生成し、出力端子を介して出力する。
【００１９】
　駆動回路Ｄｒｉｖｅ２０１、駆動回路Ｄｒｉｖｅ２０２、駆動回路Ｄｒｉｖｅ２０３お
よび駆動回路Ｄｒｉｖｅ２０４は、メインＦＥＴ　Ｑ２０５、メインＦＥＴ　Ｑ２０６、
メインＦＥＴ　Ｑ２０７およびメインＦＥＴ　Ｑ２０８をそれぞれＯＮ／ＯＦＦ駆動する
ことにより、ＤＣ／ＡＣインバータの第１の出力端子ＯＵＴ１および第２の出力端子ＯＵ
Ｔ２へと交流電力を供給する。
【００２０】
　図２のＤＣ／ＡＣインバータでは、各メインＦＥＴのボディダイオードにリカバリ電流
が生じるおそれがある。例えば、メインＦＥＴ　Ｑ２０８のドレイン電流がソース端子か
らドレイン端子の方向へと流れている状態で当該メインＦＥＴ　Ｑ２０８がＯＮ状態から
ＯＦＦ状態へと切り替わると、その後のデッドタイムに亘ってボディダイオードＤ２０４
に順方向電流が流れることになる。故に、デッドタイム終了時にメインＦＥＴ　Ｑ２０７
がＯＦＦ状態からＯＮ状態へと切り替わると、図３に例示されるように、ボディダイオー
ドＤ２０４においてリカバリ電流が瞬間的に発生し、ＤＣ／ＡＣインバータのスイッチン
グ損失を増大させる。
【００２１】
　図４には、比較例に係るＤＣ／ＡＣインバータが例示される。図４のＤＣ／ＡＣインバ
ータは、第１の実施形態に係るＤＣ／ＡＣインバータと比べて、リカバリ電流の対策機構
において異なるものの、基本的な動作原理では共通する。具体的には、図４のＤＣ／ＡＣ
インバータは、ダイオードＤ２０５、ダイオードＤ２０６、ダイオードＤ２０７、ダイオ
ードＤ２０８、ダイオードＤ２０９、ダイオードＤ２１０、ダイオードＤ２１１およびダ
イオードＤ２１２を図２のＤＣ／ＡＣインバータに対して追加した構成に相当する。
【００２２】
　ダイオードＤ２０５は、ＤＣ／ＡＣインバータの第１の入力端子とメインＦＥＴ　Ｑ２
０５との間に挿入され、当該メインＦＥＴ　Ｑ２０５のボディダイオードＤ２０１の順方
向電流を阻止する。
【００２３】
　ダイオードＤ２０６は、ＤＣ／ＡＣインバータの第１の出力端子とメインＦＥＴ　Ｑ２
０６との間に挿入され、当該メインＦＥＴ　Ｑ２０６のボディダイオードＤ２０２の順方
向電流を阻止する。
【００２４】
　ダイオードＤ２０７は、ＤＣ／ＡＣインバータの第１の入力端子とメインＦＥＴ　Ｑ２
０７との間に挿入され、当該メインＦＥＴ　Ｑ２０７のボディダイオードＤ２０３の順方
向電流を阻止する。
【００２５】
　ダイオードＤ２０８は、ＤＣ／ＡＣインバータの第２の出力端子とメインＦＥＴ　Ｑ２
０８との間に挿入され、当該メインＦＥＴ　Ｑ２０８のボディダイオードＤ２０４の順方
向電流を阻止する。
【００２６】
　ダイオードＤ２０９は、メインＦＥＴ　Ｑ２０５のソース端子とダイオードＤ２０５の
アノードとの間を接続し、電流の迂回路を形成する。ダイオードＤ２０９として、リカバ
リ電流が（各ボディダイオードに比べて）小さい若しくは問題とならない種別のダイオー
ドが採用される。具体的には、ダイオードＤ２０９は、ショットキーバリアダイオードで
あってよい。
【００２７】
　ダイオードＤ２１０は、メインＦＥＴ　Ｑ２０６のソース端子とダイオードＤ２０６の
アノードとの間を接続し、電流の迂回路を形成する。ダイオードＤ２１０として、リカバ
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リ電流が（各ボディダイオードに比べて）小さい若しくは問題とならない種別のダイオー
ドが採用される。具体的には、ダイオードＤ２１０は、ショットキーバリアダイオードで
あってよい。
【００２８】
　ダイオードＤ２１１は、メインＦＥＴ　Ｑ２０７のソース端子とダイオードＤ２０７の
アノードとの間を接続し、電流の迂回路を形成する。ダイオードＤ２１１として、リカバ
リ電流が（各ボディダイオードに比べて）小さい若しくは問題とならない種別のダイオー
ドが採用される。具体的には、ダイオードＤ２１１は、ショットキーバリアダイオードで
あってよい。
【００２９】
　ダイオードＤ２１２は、メインＦＥＴ　Ｑ２０８のソース端子とダイオードＤ２０８の
アノードとの間を接続し、電流の迂回路を形成する。ダイオードＤ２１２として、リカバ
リ電流が（各ボディダイオードに比べて）小さい若しくは問題とならない種別のダイオー
ドが採用される。具体的には、ダイオードＤ２１２は、ショットキーバリアダイオードで
あってよい。
【００３０】
　図４のＤＣ／ＡＣインバータでは、図２のＤＣ／ＡＣインバータに比べてリカバリ電流
が効果的に削減される。例えば、メインＦＥＴ　Ｑ２０８のソース端子からドレイン端子
の方向への電流はダイオードＤ２０８によって阻止されるので、当該メインＦＥＴ　Ｑ２
０８がＯＮ状態からＯＦＦ状態へと切り替わってもボディダイオードＤ２０４には順方向
電流が流れない。他方、図５に例示されるように、ダイオードＤ２１２にはメインＦＥＴ
　Ｑ２０８を迂回したドレイン電流が順方向電流として流れるものの、前述のようにダイ
オードＤ２１２によるリカバリ電流の影響は小さい。従って、図４のＤＣ／ＡＣインバー
タによればリカバリ電流を効果的に削減することができる。反面、図４のＤＣ／ＡＣイン
バータでは、素子数の増大に伴うコスト上昇、ならびに、ダイオードＤ２０５、ダイオー
ドＤ２０６、ダイオードＤ２０７およびダイオードＤ２０８の順方向電圧による損失（す
なわち、ＤＣ／ＡＣインバータの効率低下）などが問題となる。
【００３１】
　第１の実施形態に係るＤＣ／ＡＣインバータは、各メインＦＥＴのゲート端子をバイア
ス用の電圧源に接続し、当該メインＦＥＴのＯＮ／ＯＦＦを当該メインＦＥＴに直列接続
される（メインＦＥＴに比べて）低耐圧のスイッチングＦＥＴを介して制御する。本実施
形態に係るＤＣ／ＡＣインバータが図１に例示される。
【００３２】
　図１のＤＣ／ＡＣインバータは、第１の入力端子および第２の入力端子（接地）を介し
て直流電圧（Ｖｉｎ）を入力し、当該直流電圧を変換することによって生成した交流電圧
を第１の出力端子ＯＵＴ１および第２の出力端子ＯＵＴ２を介して出力する。
【００３３】
　図１のＤＣ／ＡＣインバータは、メインＦＥＴ　Ｑ１０１と、メインＦＥＴ　Ｑ１０２
と、メインＦＥＴ　Ｑ１０３と、メインＦＥＴ　Ｑ１０４と、スイッチングＦＥＴ　Ｑ１
０５と、スイッチングＦＥＴ　Ｑ１０６と、スイッチングＦＥＴ　Ｑ１０７と、スイッチ
ングＦＥＴ　Ｑ１０８と、電圧源Ｅ１０１と、電圧源Ｅ１０２と、電圧源Ｅ１０３と、駆
動回路Ｄｒｉｖｅ１０１と、駆動回路Ｄｒｉｖｅ１０２と、駆動回路Ｄｒｉｖｅ１０３と
、駆動回路Ｄｒｉｖｅ１０４と、ダイオードＤ１０１と、ダイオードＤ１０２と、ダイオ
ードＤ１０３と、ダイオードＤ１０４とを含む。なお、図１には、各ＦＥＴのボディダイ
オードは描かれていない。
【００３４】
　メインＦＥＴ　Ｑ１０１は、そのドレイン端子がＤＣ／ＡＣインバータの第１の入力端
子に接続され、そのゲート端子が電圧源Ｅ１０１の正極端子に接続され、そのソース端子
がスイッチングＦＥＴ　Ｑ１０５のドレイン端子およびダイオードＤ１０１のカソードに
共通に接続される。メインＦＥＴ　Ｑ１０１のゲート端子とスイッチングＦＥＴ　Ｑ１０
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５のソース端子との電位差は電圧源Ｅ１０１によって固定されているので、スイッチング
ＦＥＴ　Ｑ１０５を制御すればメインＦＥＴ　Ｑ１０１のＯＮ／ＯＦＦを切り替えること
ができる。なお、電圧源Ｅ１０１の起電力は、メインＦＥＴ　Ｑ１０１の閾値電圧を超え
ることとする。
【００３５】
　メインＦＥＴ　Ｑ１０２は、そのドレイン端子がインダクタＬ１を介してＤＣ／ＡＣイ
ンバータの第１の出力端子に接続され、そのゲート端子が電圧源Ｅ１０２の正極端子に接
続され、そのソース端子がスイッチングＦＥＴ　Ｑ１０６のドレイン端子およびダイオー
ドＤ１０２のカソードに共通に接続される。メインＦＥＴ　Ｑ１０２のゲート端子とスイ
ッチングＦＥＴ　Ｑ１０６のソース端子との電位差は電圧源Ｅ１０２によって固定されて
いるので、スイッチングＦＥＴ　Ｑ１０６を制御すればメインＦＥＴ　Ｑ１０２のＯＮ／
ＯＦＦを切り替えることができる。なお、電圧源Ｅ１０２の起電力は、メインＦＥＴ　Ｑ
１０２およびメインＦＥＴ　Ｑ１０４の閾値電圧を超えることとする。
【００３６】
　メインＦＥＴ　Ｑ１０３は、そのドレイン端子がＤＣ／ＡＣインバータの第１の入力端
子に接続され、そのゲート端子が電圧源Ｅ１０３の正極端子に接続され、そのソース端子
がスイッチングＦＥＴ　Ｑ１０７のドレイン端子およびダイオードＤ１０３のカソードに
共通に接続される。メインＦＥＴ　Ｑ１０３のゲート端子とスイッチングＦＥＴ　Ｑ１０
７のソース端子との電位差は電圧源Ｅ１０３によって固定されているので、スイッチング
ＦＥＴ　Ｑ１０７を制御すればメインＦＥＴ　Ｑ１０３のＯＮ／ＯＦＦを切り替えること
ができる。なお、電圧源Ｅ１０３の起電力は、メインＦＥＴ　Ｑ１０３の閾値電圧を超え
ることとする。
【００３７】
　メインＦＥＴ　Ｑ１０４は、そのドレイン端子がインダクタＬ２を介してＤＣ／ＡＣイ
ンバータの第２の出力端子に接続され、そのゲート端子が電圧源Ｅ１０２の正極端子に接
続され、そのソース端子がスイッチングＦＥＴ　Ｑ１０８のドレイン端子およびダイオー
ドＤ１０４のカソードに共通に接続される。メインＦＥＴ　Ｑ１０４のゲート端子とスイ
ッチングＦＥＴ　Ｑ１０８のソース端子との電位差は電圧源Ｅ１０２によって固定されて
いるので、スイッチングＦＥＴ　Ｑ１０８を制御すればメインＦＥＴ　Ｑ１０４のＯＮ／
ＯＦＦを切り替えることができる。
【００３８】
　なお、メインＦＥＴ　Ｑ１０４およびスイッチングＦＥＴ　Ｑ１０８を駆動するための
補助電源は、メインＦＥＴ　Ｑ１０２およびスイッチングＦＥＴ　Ｑ１０６を駆動するた
めの補助電源とは独立して設けることも可能であるが、図１の電圧源Ｅ１０２のように両
者を共通化することで構成を簡略することができる。
【００３９】
　スイッチングＦＥＴ　Ｑ１０５は、そのドレイン端子がメインＦＥＴ　Ｑ１０１のソー
ス端子およびダイオードＤ１０１のカソードに共通に接続され、そのゲート端子が抵抗器
Ｒ１０２を介して駆動回路Ｄｒｉｖｅ１０１の出力端子（Ｏｕｔ）に接続され、そのソー
ス端子がインダクタＬ１を介してＤＣ／ＡＣインバータの第１の出力端子に接続され、さ
らにダイオードＤ１０１のアノードに接続される。駆動回路Ｄｒｉｖｅ１０１は、電圧源
Ｅ１０１を電源として用いてスイッチングＦＥＴ　Ｑ１０５のＯＮ／ＯＦＦを制御するた
めの制御信号を生成し、出力端子を介して出力する。
【００４０】
　スイッチングＦＥＴ　Ｑ１０６は、そのドレイン端子がメインＦＥＴ　Ｑ１０２のソー
ス端子およびダイオードＤ１０２のカソードに共通に接続され、そのゲート端子が抵抗器
Ｒ１０５を介して駆動回路Ｄｒｉｖｅ１０２の出力端子（Ｏｕｔ）に接続され、そのソー
ス端子がダイオードＤ１０２のアノードおよびＤＣ／ＡＣインバータの第２の入力端子に
共通に接続される（すなわち、接地される）。駆動回路Ｄｒｉｖｅ１０２は、電圧源Ｅ１
０２を電源として用いてスイッチングＦＥＴ　Ｑ１０６のＯＮ／ＯＦＦを制御するための
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制御信号を生成し、出力端子を介して出力する。
【００４１】
　スイッチングＦＥＴ　Ｑ１０７は、そのドレイン端子がメインＦＥＴ　Ｑ１０３のソー
ス端子およびダイオードＤ１０３のカソードに共通に接続され、そのゲート端子が抵抗器
Ｒ１０８を介して駆動回路Ｄｒｉｖｅ１０３の出力端子（Ｏｕｔ）に接続され、そのソー
ス端子がインダクタＬ２を介してＤＣ／ＡＣインバータの第２の出力端子に接続され、さ
らにダイオードＤ１０３のアノードおよびメインＦＥＴ　Ｑ１０４のドレイン端子に共通
に接続される。駆動回路Ｄｒｉｖｅ１０３は、電圧源Ｅ１０３を電源として用いてスイッ
チングＦＥＴ　Ｑ１０７のＯＮ／ＯＦＦを制御するための制御信号を生成し、出力端子を
介して出力する。
【００４２】
　スイッチングＦＥＴ　Ｑ１０８は、そのドレイン端子がメインＦＥＴ　Ｑ１０４のソー
ス端子およびダイオードＤ１０４のカソードに共通に接続され、そのゲート端子が抵抗器
Ｒ１１１を介して駆動回路Ｄｒｉｖｅ１０４の出力端子（Ｏｕｔ）に接続され、そのソー
ス端子がダイオードＤ１０４のアノードおよびＤＣ／ＡＣインバータの第２の入力端子に
共通に接続される（すなわち、接地される）。駆動回路Ｄｒｉｖｅ１０４は、電圧源Ｅ１
０２を電源として用いてスイッチングＦＥＴ　Ｑ１０８のＯＮ／ＯＦＦを制御するための
制御信号を生成し、出力端子を介して出力する。
【００４３】
　ダイオードＤ１０１は、スイッチングＦＥＴ　Ｑ１０５のドレイン－ソース間を接続す
る。ダイオードＤ１０１として、リカバリ電流が（各メインＦＥＴのボディダイオードに
比べて）小さい若しくは問題とならない種別のダイオードが採用される。具体的には、ダ
イオードＤ１０１は、ショットキーバリアダイオードであってよい。
【００４４】
　ダイオードＤ１０２は、スイッチングＦＥＴ　Ｑ１０６のドレイン－ソース間を接続す
る。ダイオードＤ１０２として、リカバリ電流が（各メインＦＥＴのボディダイオードに
比べて）小さい若しくは問題とならない種別のダイオードが採用される。具体的には、ダ
イオードＤ１０２は、ショットキーバリアダイオードであってよい。
【００４５】
　ダイオードＤ１０３は、スイッチングＦＥＴ　Ｑ１０７のドレイン－ソース間を接続す
る。ダイオードＤ１０３として、リカバリ電流が（各メインＦＥＴのボディダイオードに
比べて）小さい若しくは問題とならない種別のダイオードが採用される。具体的には、ダ
イオードＤ１０３は、ショットキーバリアダイオードであってよい。
【００４６】
　ダイオードＤ１０４は、スイッチングＦＥＴ　Ｑ１０８のドレイン－ソース間を接続す
る。ダイオードＤ１０４として、リカバリ電流が（各メインＦＥＴのボディダイオードに
比べて）小さい若しくは問題とならない種別のダイオードが採用される。具体的には、ダ
イオードＤ１０４は、ショットキーバリアダイオードであってよい。
【００４７】
　駆動回路Ｄｒｉｖｅ１０１、駆動回路Ｄｒｉｖｅ１０２、駆動回路Ｄｒｉｖｅ１０３お
よび駆動回路Ｄｒｉｖｅ１０４は、スイッチングＦＥＴ　Ｑ１０５、スイッチングＦＥＴ
　Ｑ１０６、スイッチングＦＥＴ　Ｑ１０７およびスイッチングＦＥＴ　Ｑ１０８をそれ
ぞれＯＮ／ＯＦＦ駆動し、これらに連動してメインＦＥＴ　Ｑ１０１、メインＦＥＴ　Ｑ
１０２、メインＦＥＴ　Ｑ１０３およびメインＦＥＴ　Ｑ１０４をＯＮ／ＯＦＦさせるこ
とにより、ＤＣ／ＡＣインバータの第１の出力端子ＯＵＴ１および第２の出力端子ＯＵＴ
２へと交流電力を供給する。
【００４８】
　なお、メインＦＥＴ　Ｑ１０１、メインＦＥＴ　Ｑ１０２、メインＦＥＴ　Ｑ１０３お
よびメインＦＥＴ　Ｑ１０４の寄生容量（図示されない）を充電する電荷は、抵抗器Ｒ１
０１、抵抗器Ｒ１０４、抵抗器Ｒ１０７および抵抗器Ｒ１１０を介してキャパシタＣ１０
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１、キャパシタＣ１０２、キャパシタＣ１０３およびキャパシタＣ１０４を充電する。故
に、係る電荷の移動により、駆動回路Ｄｒｉｖｅ１０１、駆動回路Ｄｒｉｖｅ１０２、駆
動回路Ｄｒｉｖｅ１０３および駆動回路Ｄｒｉｖｅ１０４の消費電力の一部または全部を
賄うことが可能である。係る作用によって、ＤＣ／ＡＣインバータの効率を向上させるこ
とができる。
【００４９】
　図１のＤＣ／ＡＣインバータでは、図２のＤＣ／ＡＣインバータに比べてリカバリ電流
が効果的に削減される。例えば、スイッチングＦＥＴ　Ｑ１０８がＯＦＦ状態からＯＮ状
態へと切り替わると、メインＦＥＴ　Ｑ１０４のゲート－ソース間電圧Ｖｇｓは電圧源Ｅ
１０２の起電力（＞メインＦＥＴ　Ｑ１０４の閾値電圧）に略一致するので、メインＦＥ
Ｔ　Ｑ１０４はＯＮとなる。
【００５０】
　他方、スイッチングＦＥＴ　Ｑ１０８のドレイン電流がソース端子からドレイン端子の
方向へと流れている状態で当該スイッチングＦＥＴ　Ｑ１０８がＯＮ状態からＯＦＦ状態
へと切り替わったとしても、ダイオードＤ１０４は順方向バイアスされている（すなわち
、導通している）のでメインＦＥＴ　Ｑ１０４のソース電位は略維持され、メインＦＥＴ
　Ｑ１０４はＯＮ状態を継続する。故に、ダイオードＤ１０４の順方向電流は、メインＦ
ＥＴ　Ｑ１０４のチャンネルを通過して負荷へと供給される。より正確には、メインＦＥ
Ｔ　Ｑ１０４のチャンネル抵抗による電圧降下が当該メインＦＥＴ　Ｑ１０４のボディダ
イオードの順方向電圧よりも小さければ、メインＦＥＴ　Ｑ１０４のチャンネルを電流が
流れている間も当該ボディダイオードはカットオフ状態となる（すなわち、順方向電流が
流れない）。故に、図６に例示されるように、デッドタイム終了後にスイッチングＦＥＴ
　Ｑ１０７およびメインＦＥＴ　Ｑ１０３がＯＦＦ状態からＯＮ状態へと切り替わっても
、メインＦＥＴ　Ｑ１０４はそのボディダイオードにリカバリ電流が流れることなくＯＦ
Ｆ状態に切り替わることができる。
【００５１】
　なお、スイッチングＦＥＴ　Ｑ１０８のドレイン電流がドレイン端子からソース端子の
方向へと流れている状態で当該スイッチングＦＥＴ　Ｑ１０８がＯＮ状態からＯＦＦ状態
へと切り替わったとすると、ダイオードＤ１０４は逆方向バイアスされているので、メイ
ンＦＥＴ　Ｑ１０４のソース電位はゲート電位に略一致し、メインＦＥＴ　Ｑ１０４もＯ
Ｎ状態からＯＦＦ状態へと切り替わる。そして、デッドタイムでは、メインＦＥＴ　Ｑ１
０４のボディダイオードは逆方向バイアスされているので順方向電流が流れない。故に、
デッドタイム終了後にスイッチングＦＥＴ　Ｑ１０７およびメインＦＥＴ　Ｑ１０３がＯ
ＦＦ状態からＯＮ状態へと切り替わっても、メインＦＥＴ　Ｑ１０４はそのボディダイオ
ードにリカバリ電流が流れることなくＯＦＦ状態に切り替わることができる。
【００５２】
　以上説明したように、第１の実施形態に係るＤＣ／ＡＣインバータは、メインＦＥＴを
直接駆動せずに当該メインＦＥＴに直列接続されたスイッチングＦＥＴをＯＮ／ＯＦＦ駆
動する。メインＦＥＴはそのゲート端子がバイアス用の電圧源に接続されているので、対
応するスイッチングＦＥＴのドレイン電流がソース端子からドレイン端子の方向へと流れ
ている状態で当該スイッチングＦＥＴがＯＮ状態からＯＦＦ状態へと切り替わってもＯＮ
状態を維持し、当該ドレイン電流をボディダイオードではなくチャンネルに流すことがで
きる。従って、このＤＣ／ＡＣインバータによれば、メインＦＥＴのボディダイオードに
おいてリカバリ電流の発生を防止（少なくとも削減）することができる。なお、このＤＣ
／ＡＣインバータによれば、メインＦＥＴはそのゲート端子がバイアス用の電圧源に接続
されているので、外部回路によりドレイン－ソース間電圧Ｖｄｓが変化してもゲート－ソ
ース間電圧Ｖｇｓは上昇せず、当該メインＦＥＴが誤オンして破損することもない。
【００５３】
　また、このＤＣ／ＡＣインバータによれば、高耐圧（大型）のメインＦＥＴではなく低
耐圧（小型）のスイッチングＦＥＴを駆動すればよいので、メインＦＥＴを直接的に駆動



(11) JP 6554324 B2 2019.7.31

10

20

30

40

50

する場合に比べて消費電力を削減してＤＣ／ＡＣインバータの効率を向上させることがで
きる。加えて、このＤＣ／ＡＣインバータは、高耐圧／高速環流ダイオードも不要である
から、小規模（低コスト）かつ低損失に実現可能である。
【００５４】
　さらに、このＤＣ／ＡＣインバータによれば、スイッチングＦＥＴのドレイン－ソース
間を接続するダイオードには、例えばショットキーバリアダイオードなどの順方向電圧の
小さいダイオードが採用されるので、損失（すなわち、ＤＣ／ＡＣインバータの効率低下
）を抑制することができる。なお、係るダイオードを省略したとしても、当該ダイオード
の役割をスイッチングＦＥＴのボディダイオードが担うことで、メインＦＥＴのボディダ
イオードに生じるリカバリ電流を削減することもできる。
【００５５】
　（第２の実施形態）　
　前述の第１の実施形態に係るＤＣ／ＡＣインバータは、メインＦＥＴのチャンネル抵抗
による電圧降下が当該メインＦＥＴのボディダイオードの順方向電圧よりも小さければ、
リカバリ電流の発生を防止できる。他方、このＤＣ／ＡＣインバータは、メインＦＥＴの
チャンネル抵抗による電圧降下が当該メインＦＥＴのボディダイオードの順方向電圧と同
じである場合には、当該ボディダイオードにはある程度の順方向電流が流れるのでリカバ
リ電流が生じることになる。第２の実施形態に係るＤＣ／ＡＣインバータは、メインＦＥ
Ｔのチャンネル抵抗の大きさに関わらず、当該メインＦＥＴのボディダイオードに順方向
電流が流れることを阻止し、リカバリ電流の発生を防止する。
【００５６】
　第２の実施形態に係るＤＣ／ＡＣインバータは、各メインＦＥＴのゲート端子をバイア
ス用の電圧源に接続し、当該メインＦＥＴのＯＮ／ＯＦＦを当該メインＦＥＴに直列接続
される（メインＦＥＴに比べて）低耐圧のスイッチングＦＥＴ対（ソース共通）を介して
制御する。本実施形態に係るＤＣ／ＡＣインバータが図７に例示される。
【００５７】
　図７のＤＣ／ＡＣインバータは、第１の入力端子および第２の入力端子（接地）を介し
て直流電圧（Ｖｉｎ）を入力し、当該直流電圧を変換することによって生成した交流電圧
を第１の出力端子ＯＵＴ１および第２の出力端子ＯＵＴ２を介して出力する。
【００５８】
　図７のＤＣ／ＡＣインバータは、メインＦＥＴ　Ｑ１０１と、メインＦＥＴ　Ｑ１０２
と、メインＦＥＴ　Ｑ１０３と、メインＦＥＴ　Ｑ１０４と、スイッチングＦＥＴ　Ｑ３
０５と、スイッチングＦＥＴ　Ｑ３０６と、スイッチングＦＥＴ　Ｑ３０７と、スイッチ
ングＦＥＴ　Ｑ３０８と、スイッチングＦＥＴ　Ｑ３０９と、スイッチングＦＥＴ　Ｑ３
１０と、スイッチングＦＥＴ　Ｑ３１１と、スイッチングＦＥＴ　Ｑ３１２と、電圧源Ｅ
１０１と、電圧源Ｅ１０２と、電圧源Ｅ１０３と、電圧源Ｅ３０４と、駆動回路Ｄｒｉｖ
ｅ３０１と、駆動回路Ｄｒｉｖｅ３０２と、駆動回路Ｄｒｉｖｅ３０３と、駆動回路Ｄｒ
ｉｖｅ３０４と、ダイオードＤ３０１と、ダイオードＤ３０２と、ダイオードＤ３０３と
、ダイオードＤ３０４とを含む。なお、図７には、各ＦＥＴのボディダイオードは描かれ
ていない。
【００５９】
　メインＦＥＴ　Ｑ１０１は、そのドレイン端子がＤＣ／ＡＣインバータの第１の入力端
子に加えてダイオードＤ３０１のカソードに接続され、そのゲート端子が電圧源Ｅ１０１
の正極端子に接続され、そのソース端子がスイッチングＦＥＴ　Ｑ３０５のドレイン端子
に接続される。メインＦＥＴ　Ｑ１０１のゲート端子とスイッチングＦＥＴ　Ｑ３０５お
よびスイッチングＦＥＴ　Ｑ３０６のソース端子との電位差は電圧源Ｅ１０１によって固
定されているので、スイッチングＦＥＴ　Ｑ３０５およびスイッチングＦＥＴ　Ｑ３０６
を制御すればメインＦＥＴ　Ｑ１０１のＯＮ／ＯＦＦを切り替えることができる。なお、
前述のように、電圧源Ｅ１０１の起電力は、メインＦＥＴ　Ｑ１０１の閾値電圧を超える
こととする。
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【００６０】
　メインＦＥＴ　Ｑ１０２は、そのドレイン端子がインダクタＬ１を介してＤＣ／ＡＣイ
ンバータの第１の出力端子に接続され、さらにダイオードＤ３０２のカソードに接続され
、そのゲート端子が電圧源Ｅ１０２の正極端子に接続され、そのソース端子がスイッチン
グＦＥＴ　Ｑ３０７のドレイン端子に接続される。メインＦＥＴ　Ｑ１０２のゲート端子
とスイッチングＦＥＴ　Ｑ３０７およびスイッチングＦＥＴ　Ｑ３０８のソース端子との
電位差は電圧源Ｅ１０２によって固定されているので、スイッチングＦＥＴ　Ｑ３０７お
よびスイッチングＦＥＴ　Ｑ３０８を制御すればメインＦＥＴ　Ｑ１０２のＯＮ／ＯＦＦ
を切り替えることができる。なお、前述のように、電圧源Ｅ１０２の起電力は、メインＦ
ＥＴ　Ｑ１０２の閾値電圧を超えることとする。
【００６１】
　メインＦＥＴ　Ｑ１０３は、そのドレイン端子がＤＣ／ＡＣインバータの第１の入力端
子に加えてダイオードＤ３０３のカソードに接続され、そのゲート端子が電圧源Ｅ１０３
の正極端子に接続され、そのソース端子がスイッチングＦＥＴ　Ｑ３０９のドレイン端子
に接続される。メインＦＥＴ　Ｑ１０３のゲート端子とスイッチングＦＥＴ　Ｑ３０９お
よびスイッチングＦＥＴ　Ｑ３１０のソース端子との電位差は電圧源Ｅ１０３によって固
定されているので、スイッチングＦＥＴ　Ｑ３０９およびスイッチングＦＥＴ　Ｑ３１０
を制御すればメインＦＥＴ　Ｑ１０３のＯＮ／ＯＦＦを切り替えることができる。なお、
前述のように、電圧源Ｅ１０３の起電力は、メインＦＥＴ　Ｑ１０３の閾値電圧を超える
こととする。
【００６２】
　メインＦＥＴ　Ｑ１０４は、そのドレイン端子がインダクタＬ２を介してＤＣ／ＡＣイ
ンバータの第２の出力端子に接続され、さらにダイオードＤ３０４のカソードに接続され
、そのゲート端子が電圧源Ｅ３０４の正極端子に接続され、そのソース端子がスイッチン
グＦＥＴ　Ｑ３１１のドレイン端子に接続される。メインＦＥＴ　Ｑ１０４のゲート端子
とスイッチングＦＥＴ　Ｑ３１１およびスイッチングＦＥＴ　Ｑ３１２のソース端子との
電位差は電圧源Ｅ３０４によって固定されているので、スイッチングＦＥＴ　Ｑ３１１お
よびスイッチングＦＥＴ　Ｑ３１２を制御すればメインＦＥＴ　Ｑ１０４のＯＮ／ＯＦＦ
を切り替えることができる。なお、電圧源Ｅ３０４の起電力は、メインＦＥＴ　Ｑ１０４
の閾値電圧を超えることとする。
【００６３】
　スイッチングＦＥＴ　Ｑ３０５は、そのドレイン端子がメインＦＥＴ　Ｑ１０１のソー
ス端子に接続され、そのゲート端子が抵抗器Ｒ１０２を介して駆動回路Ｄｒｉｖｅ３０１
の出力端子（Ｏｕｔ）に接続され、そのソース端子がスイッチングＦＥＴ　Ｑ３０６のソ
ース端子に接続される。
【００６４】
　スイッチングＦＥＴ　Ｑ３０６は、そのドレイン端子がインダクタＬ１を介してＤＣ／
ＡＣインバータの第１の出力端子に接続され、さらにダイオードＤ３０１のアノードに接
続され、そのゲート端子が抵抗器Ｒ３０１を介して駆動回路Ｄｒｉｖｅ３０１の出力端子
（Ｏｕｔ）に接続され、そのソース端子がスイッチングＦＥＴ　Ｑ３０５のソース端子に
接続される。
【００６５】
　駆動回路Ｄｒｉｖｅ３０１は、電圧源Ｅ１０１を電源として用いてスイッチングＦＥＴ
　Ｑ３０５およびスイッチングＦＥＴ　Ｑ３０６のＯＮ／ＯＦＦを制御するための制御信
号を生成し、出力端子を介して出力する。なお、スイッチングＦＥＴ　Ｑ３０５およびス
イッチングＦＥＴ　Ｑ３０６は、ゲート電位およびソース電位が共通であるから、ＯＮ／
ＯＦＦの挙動も共通である。
【００６６】
　スイッチングＦＥＴ　Ｑ３０７は、そのドレイン端子がメインＦＥＴ　Ｑ１０２のソー
ス端子に接続され、そのゲート端子が抵抗器Ｒ３０２を介して駆動回路Ｄｒｉｖｅ３０２
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の出力端子（Ｏｕｔ）に接続され、そのソース端子がスイッチングＦＥＴ　Ｑ３０８のソ
ース端子に接続される。
【００６７】
　スイッチングＦＥＴ　Ｑ３０８は、そのドレイン端子がＤＣ／ＡＣインバータの第２の
入力端子およびダイオードＤ３０２のアノードに共通に接続され、そのゲート端子が抵抗
器Ｒ３０２を介して駆動回路Ｄｒｉｖｅ３０２の出力端子（Ｏｕｔ）に接続され、そのソ
ース端子がスイッチングＦＥＴ　Ｑ３０７のソース端子に接続される。
【００６８】
　駆動回路Ｄｒｉｖｅ３０２は、電圧源Ｅ１０２を電源として用いてスイッチングＦＥＴ
　Ｑ３０７およびスイッチングＦＥＴ　Ｑ３０８のＯＮ／ＯＦＦを制御するための制御信
号を生成し、出力端子を介して出力する。なお、スイッチングＦＥＴ　Ｑ３０７およびス
イッチングＦＥＴ　Ｑ３０８は、ゲート電位およびソース電位が共通であるから、ＯＮ／
ＯＦＦの挙動も共通である。
【００６９】
　スイッチングＦＥＴ　Ｑ３０９は、そのドレイン端子がメインＦＥＴ　Ｑ１０３のソー
ス端子に接続され、そのゲート端子が抵抗器Ｒ３０３を介して駆動回路Ｄｒｉｖｅ３０３
の出力端子（Ｏｕｔ）に接続され、そのソース端子がスイッチングＦＥＴ　Ｑ３１０のソ
ース端子に接続される。
【００７０】
　スイッチングＦＥＴ　Ｑ３１０は、そのドレイン端子がインダクタＬ２を介してＤＣ／
ＡＣインバータの第２の出力端子に接続され、さらにダイオードＤ３０３のアノードに接
続され、そのゲート端子が抵抗器Ｒ３０３を介して駆動回路Ｄｒｉｖｅ３０３の出力端子
（Ｏｕｔ）に接続され、そのソース端子がスイッチングＦＥＴ　Ｑ３０９のソース端子に
接続される。
【００７１】
　駆動回路Ｄｒｉｖｅ３０３は、電圧源Ｅ１０３を電源として用いてスイッチングＦＥＴ
　Ｑ３０９およびスイッチングＦＥＴ　Ｑ３１０のＯＮ／ＯＦＦを制御するための制御信
号を生成し、出力端子を介して出力する。なお、スイッチングＦＥＴ　Ｑ３０９およびス
イッチングＦＥＴ　Ｑ３１０は、ゲート電位およびソース電位が共通であるから、ＯＮ／
ＯＦＦの挙動も共通である。
【００７２】
　スイッチングＦＥＴ　Ｑ３１１は、そのドレイン端子がメインＦＥＴ　Ｑ１０４のソー
ス端子に接続され、そのゲート端子が抵抗器Ｒ３０４を介して駆動回路Ｄｒｉｖｅ３０４
の出力端子（Ｏｕｔ）に接続され、そのソース端子がスイッチングＦＥＴ　Ｑ３１２のソ
ース端子に接続される。
【００７３】
　スイッチングＦＥＴ　Ｑ３１２は、そのドレイン端子がＤＣ／ＡＣインバータの第２の
入力端子およびダイオードＤ３０４のアノードに共通に接続され、そのゲート端子が抵抗
器Ｒ３０４を介して駆動回路Ｄｒｉｖｅ３０４の出力端子（Ｏｕｔ）に接続され、そのソ
ース端子がスイッチングＦＥＴ　Ｑ３１１のソース端子に接続される。
【００７４】
　駆動回路Ｄｒｉｖｅ３０４は、電圧源Ｅ３０４を電源として用いてスイッチングＦＥＴ
　Ｑ３１１およびスイッチングＦＥＴ　Ｑ３１２のＯＮ／ＯＦＦを制御するための制御信
号を生成し、出力端子を介して出力する。なお、スイッチングＦＥＴ　Ｑ３１１およびス
イッチングＦＥＴ　Ｑ３１２は、ゲート電位およびソース電位が共通であるから、ＯＮ／
ＯＦＦの挙動も共通である。
【００７５】
　ダイオードＤ３０１は、そのアノードがインダクタＬ１を介してＤＣ／ＡＣインバータ
の第１の出力端子に接続され、さらにスイッチングＦＥＴ　Ｑ３０６のドレイン端子に接
続され、そのカソードがメインＦＥＴ　Ｑ１０１のドレイン端子およびＤＣ／ＡＣインバ
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ータの第１の入力端子に共通に接続される。ダイオードＤ３０１として、リカバリ電流が
（各メインＦＥＴのボディダイオードに比べて）小さい若しくは問題とならない種別のダ
イオードが採用される。具体的には、ダイオードＤ３０１は、ショットキーバリアダイオ
ードであってよい。
【００７６】
　ダイオードＤ３０２は、そのアノードがスイッチングＦＥＴ　Ｑ３０８のドレイン端子
およびＤＣ／ＡＣインバータの第２の入力端子に共通に接続され、そのカソードがインダ
クタＬ１を介してＤＣ／ＡＣインバータの第１の出力端子に接続され、さらにメインＦＥ
Ｔ　Ｑ１０２のドレイン端子に接続される。ダイオードＤ３０２として、リカバリ電流が
（各メインＦＥＴのボディダイオードに比べて）小さい若しくは問題とならない種別のダ
イオードが採用される。具体的には、ダイオードＤ３０２は、ショットキーバリアダイオ
ードであってよい。
【００７７】
　ダイオードＤ３０３は、そのアノードがインダクタＬ２を介してＤＣ／ＡＣインバータ
の第２の出力端子に接続され、さらにスイッチングＦＥＴ　Ｑ３１０のドレイン端子に接
続され、そのカソードがメインＦＥＴ　Ｑ１０３のドレイン端子およびＤＣ／ＡＣインバ
ータの第１の入力端子に共通に接続される。ダイオードＤ３０３として、リカバリ電流が
（各メインＦＥＴのボディダイオードに比べて）小さい若しくは問題とならない種別のダ
イオードが採用される。具体的には、ダイオードＤ３０３は、ショットキーバリアダイオ
ードであってよい。
【００７８】
　ダイオードＤ３０４は、そのアノードがスイッチングＦＥＴ　Ｑ３１２のドレイン端子
およびＤＣ／ＡＣインバータの第２の入力端子に共通に接続され、そのカソードがインダ
クタＬ２を介してＤＣ／ＡＣインバータの第２の出力端子に接続され、さらにメインＦＥ
Ｔ　Ｑ１０４のドレイン端子に接続される。ダイオードＤ３０４として、リカバリ電流が
（各メインＦＥＴのボディダイオードに比べて）小さい若しくは問題とならない種別のダ
イオードが採用される。具体的には、ダイオードＤ３０４は、ショットキーバリアダイオ
ードであってよい。
【００７９】
　駆動回路Ｄｒｉｖｅ３０１、駆動回路Ｄｒｉｖｅ３０２、駆動回路Ｄｒｉｖｅ３０３お
よび駆動回路Ｄｒｉｖｅ３０４は、スイッチングＦＥＴ　Ｑ３０５およびスイッチングＦ
ＥＴ　Ｑ３０６、スイッチングＦＥＴ　Ｑ３０７およびスイッチングＦＥＴ　Ｑ３０８、
スイッチングＦＥＴ　Ｑ３０９およびスイッチングＦＥＴ　Ｑ３１０、ならびに、スイッ
チングＦＥＴ　Ｑ３１１およびスイッチングＦＥＴ　Ｑ３１２をそれぞれＯＮ／ＯＦＦ駆
動し、これらに連動してメインＦＥＴ　Ｑ１０１、メインＦＥＴ　Ｑ１０２、メインＦＥ
Ｔ　Ｑ１０３およびメインＦＥＴ　Ｑ１０４をＯＮ／ＯＦＦさせることにより、ＤＣ／Ａ
Ｃインバータの第１の出力端子ＯＵＴ１および第２の出力端子ＯＵＴ２へと交流電力を供
給する。
【００８０】
　図７のＤＣ／ＡＣインバータでは、図２のＤＣ／ＡＣインバータに比べてリカバリ電流
が効果的に削減される。例えば、スイッチングＦＥＴ　Ｑ３１１およびスイッチングＦＥ
Ｔ　Ｑ３１２がＯＦＦ状態からＯＮ状態へと切り替わると、メインＦＥＴ　Ｑ１０４のゲ
ート－ソース間電圧Ｖｇｓは電圧源Ｅ３０４の起電力（＞メインＦＥＴ　Ｑ１０４の閾値
電圧）に略一致するので、メインＦＥＴ　Ｑ１０４はＯＮとなる。
【００８１】
　他方、スイッチングＦＥＴ　Ｑ３１１およびスイッチングＦＥＴ　Ｑ３１２がＯＮ状態
からＯＦＦ状態へと切り替わると、メインＦＥＴ　Ｑ１０４のソース電位はゲート電位に
略一致し、メインＦＥＴ　Ｑ１０４もＯＮ状態からＯＦＦ状態へと切り替わる。そして、
スイッチングＦＥＴ　Ｑ３１１およびスイッチングＦＥＴ　Ｑ３１２がＯＦＦ状態であっ
て、かつ、これらのボディダイオードの方向は相反するので、デッドタイムでは、メイン
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ＦＥＴ　Ｑ１０４のチャンネル抵抗の大きさに関わらずそのボディダイオードには電流が
流れない。具体的には、メインＦＥＴ　Ｑ１０４がＯＮ状態からＯＦＦ状態へと切り替わ
る直前に、当該メインＦＥＴ　Ｑ１０４のドレイン電流がソース端子からドレイン端子の
方向へと流れていたとしても、係る電流はＯＦＦ状態のスイッチングＦＥＴ　Ｑ３１２お
よびそのボディダイオード（逆方向バイアス）によって阻止され、ダイオードＤ３０４を
迂回することになる。故に、デッドタイム終了後にスイッチングＦＥＴ　Ｑ３０９および
スイッチングＦＥＴ　Ｑ３１０ならびにメインＦＥＴ　Ｑ１０３がＯＦＦ状態からＯＮ状
態へと切り替わっても、メインＦＥＴ　Ｑ１０４はそのボディダイオードにリカバリ電流
が流れない。
【００８２】
　以上説明したように、第２の実施形態に係るＤＣ／ＡＣインバータは、メインＦＥＴを
直接駆動せずに当該メインＦＥＴに直列接続されたスイッチングＦＥＴ対をＯＮ／ＯＦＦ
駆動する。スイッチングＦＥＴ対はソース端子が共通接続されているので、そのボディダ
イオードの方向は相反する。故に、スイッチングＦＥＴ対がＯＮ状態からＯＦＦ状態へと
切り替わると、対応するメインＦＥＴも連動してＯＮ状態からＯＦＦ状態へと切り替わり
、当該メインＦＥＴのボディダイオードの順方向電流は、ＯＦＦ状態のスイッチングＦＥ
Ｔおよびそのボディダイオード（逆バイアス）によって阻止される。従って、このＤＣ／
ＡＣインバータによれば、メインＦＥＴのチャンネル抵抗の大きさに関わらず当該メイン
ＦＥＴのボディダイオードにおけるリカバリ電流の発生を防止することができる。
【００８３】
　本発明のいくつかの実施形態を説明したが、これらの実施形態は、例として提示したも
のであり、発明の範囲を限定することは意図していない。これら新規な実施形態は、その
他の様々な形態で実施されることが可能であり、発明の要旨を逸脱しない範囲で、種々の
省略、置き換え、変更を行うことができる。これら実施形態やその変形は、発明の範囲や
要旨に含まれるとともに、特許請求の範囲に記載された発明とその均等の範囲に含まれる
。
【符号の説明】
【００８４】
　Ｃ１０１，Ｃ１０２，Ｃ１０３，Ｃ１０４，Ｃ２０１，Ｃ２０２，Ｃ２０３，Ｃ２０４
，ＣＯ・・・キャパシタ
　Ｄ１０１，Ｄ１０２，Ｄ１０３，Ｄ１０４，Ｄ２０５，Ｄ２０６，Ｄ２０７，Ｄ２０８
，Ｄ２０９，Ｄ２１０，Ｄ２１１，Ｄ２１２，Ｄ３０１，Ｄ３０２，Ｄ３０３，Ｄ３０４
・・・ダイオード
　Ｄ２０１，Ｄ２０２，Ｄ２０３，Ｄ２０４・・・ボディダイオード
　Ｄｒｉｖｅ１０１，Ｄｒｉｖｅ１０２，Ｄｒｉｖｅ１０３，Ｄｒｉｖｅ１０４，Ｄｒｉ
ｖｅ２０１，Ｄｒｉｖｅ２０２，Ｄｒｉｖｅ２０３，Ｄｒｉｖｅ２０４，Ｄｒｉｖｅ３０
１，Ｄｒｉｖｅ３０２，Ｄｒｉｖｅ３０３，Ｄｒｉｖｅ３０４・・・駆動回路
　Ｅ１０１，Ｅ１０２，Ｅ１０３，Ｅ２０１，Ｅ２０２，Ｅ２０３，Ｅ３０４・・・電圧
源
　Ｌ１，Ｌ２・・・インダクタ
　ＯＵＴ１，ＯＵＴ２・・・出力端子
　Ｑ１０１，Ｑ１０２，Ｑ１０３，Ｑ１０４，Ｑ２０５，Ｑ２０６，Ｑ２０７，Ｑ２０８
・・・メインＦＥＴ
　Ｑ１０５，Ｑ１０６，Ｑ１０７，Ｑ１０８，Ｑ３０５，Ｑ３０６，Ｑ３０７，Ｑ３０８
，Ｑ３０９，Ｑ３１０，Ｑ３１１，Ｑ３１２・・・スイッチングＦＥＴ
　Ｒ１０１，Ｒ１０２，Ｒ１０３，Ｒ１０４，Ｒ１０５，Ｒ１０６，Ｒ１０７，Ｒ１０８
，Ｒ１０９，Ｒ１１０，Ｒ１１１，Ｒ１１２，Ｒ２０２，Ｒ２０３，Ｒ２０５，Ｒ２０６
，Ｒ２０８，Ｒ２０９，Ｒ２１１，Ｒ２１２，Ｒ３０１，Ｒ３０２，Ｒ３０３，Ｒ３０４
，Ｒ３０５，Ｒ３０６，Ｒ３０７，Ｒ３０８，Ｒ３０９，Ｒ３１０，Ｒ３１１，Ｒ３１２
・・・抵抗器
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